
       
    

 
   

 



第２図　本丸御殿跡遺構配置概略図 S=1 ／ 200
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最上氏時代　本丸御殿跡検出堀跡
（SD16064)北西部詳細石垣配置図
[S=約1/150]
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第３段階の石垣　　　
（自然礫やや大で横積み）

第３段階の石垣構
築時に裏込め砂利
とともに埋設され
た石材[捨て石？
]※石材の規模は
第３段階石垣に近
い印象がある。

第２段階の石垣　　
　（第１段階の石垣との
築き留めの関係は詳細
観察が要。規模等は第１
段階の石垣と類似）。

SD16064（最上氏時代堀跡）
の北側から東側にかけての
石垣は、一連の石積みによ
り構築されているため、北東
の入り隅は入組状の石積み
となっている。

SD16064（最上氏時代堀跡）の
西側石垣は北側石垣よりも構
築段階が古いことが確認され
た。堀底の構築法にも差が認
められる。今後詳細観察が要。
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堀跡（最上氏時代）

石垣の切り合い

【北西部石垣群の移り変わりと役割について】

第４段階の石垣

第５段階の石垣

　北西部石垣群は、最上氏時代の堀跡（SD16064）の北端部の西側で発見した石垣群で、

調査の結果、上記のように５段階にわたる石垣構築の順位が確認されました。また、

これらの石垣が築かれる以前は、【溝跡２】があり、その溝跡を埋立てて石垣が築か

れています。特に、堀跡の東西の石垣に構築順位（第４・５段階の石垣）が認められ

る点は、堀跡をはさんだ東西の空間（場所）に差異があった可能性が考えられます。

２発掘調査のまとめ
平成 29 年度の本丸御殿跡発掘調査の目的は、江戸時代中頃 (1700 年

年代 ) の御殿に関連する遺構を検出することでした。それを踏まえ、

今年度の発掘調査の成果は次ぎのとおりです。
①江戸時代中頃の遺構（特に井戸跡）は発見できませんでした。
②最上氏時代（江戸時代初期）の山形城本丸跡に係る遺構群を検出した

　こと、特に調査区中央の堀跡の詳細調査を行い、堀跡の姿とその北西

　部石垣群の構築順位を確認しました。そこから、かつて東西にあった

　堀跡を埋立て、さらに石垣を築き南北の堀へと移り変わる城の改修の

　姿を読み取ることができました。
③堀跡から出土した瓦には大量の【金箔瓦】が含まれていました。また

　鯱瓦のほか、数種類に及ぶ鬼瓦からは複雑な屋根構造や建物の多層性

　がうかがえます。その文様からは大名家の家紋という単一の意匠性の

　みではなく、瓦葺建物の導入にあたり近畿圏あるいは広く西国の寺院

　に係る造瓦職集団とのかかわりを示すと考えられます。
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